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●主  催／大分県産学官連携推進会議 

●日  時／令和 4年 10月 27日(木) 14：00～17：15 

●参加者／参加者 81名 
 

 大分県産学官連携推進会議では、県内の中小企業や大学、公設試験研究機関等による共同研究や交流グループ

活動の支援を通じて、産学官金連携の機運醸成と具体的な取組の促進を図っています。 

 基調講演は、（株）SPACE WALKER 取締役 CTO／東京理科大学・教授の米本浩一氏を講師に『大学発ベンチャー

SPACE WALKERのスペースプレーン研究開発』と題して講演いただきました。 

 宇宙産業到来の時代において、航空宇宙を始めとするパートナー企業との連携で、国内初の民間スペースプレーン

の開発を目指し、小型衛星などの飛行実証期間を経て 2030 年代には、商業運航を行う予定です。そういった取り組

みの中で、日本の宇宙産業の技術力や方向性、現在の課題等、多岐にわたるお話をしていただきました。参加者か

らは、「中小企業が宇宙関連産業に参入するための留意点」などについて質問がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幾留会長 挨拶                               米本先生の基調講演発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基調講演・質疑                              第 18グループ 事例発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         取り組み発表                                    質疑応答 



 

【事例発表】 

●大分県産学官連携推進会議 

    テーマ （第 18グループ 産学官共同研究発表） 

 『竹パウダー（竹粉）を用いた機能性の調査研究』 

（株）ハヤミ産業 代表取締役社長 柴田 和己 氏 

 

●大分工業高等専門学校 

  テーマ （産学官連携に対する組織体制と事例） 

  『KOSENの新たな地域共創の展開』 

地域共創テクノセンター  センター長  尾形 公一郎 氏 

 

●大分県立芸術文化短期大学 （取組発表） 

  テーマ （産学官連携による地域産業支援の事例） 

  『日田家具の商品開発について』 

美術科 デザイン専攻  准教授 松本 康史 氏  

 

 ＜令和４年度 産学官金連携交流グループ＞ 

 

 

 

                           

 

                          

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業と大学・公設試の連携のきっかけ作り、取り組みを促進するためのサポートを行っていきます。 

産学官金連携にご興味、関心のある方は、地域産業育成課内、大分県産学官連携推進会議までご相談ください。 

 

 


